










女子大生(年齢 19~ 21才) 60名の骨量を測定し、自記式で基礎調査を実施した。
その中から骨量の指標とされる Stif(ness値が 20才平均値未満者を抽出した。協力を





善状況について実施した。食生活の中で 、 カルシウム(以下 C aとする)摂取状
況を示すものとして、 Ca摂取スコアを計算した。このスコアは Ca高含有とさ
れる魚、海草、牛乳、乳製品、豆腐、小魚、小松菜・大恨とかぶの葉について、
吸収を考慮、した食品点(順に 7、1、 10、 6、4、7、J) と摂取頻度点(ほとんど無し
: 0、時々 2、週 1~ 2: 8、週 3~ 4を20、毎日:40) を乗じて求めた。
パン フーレットの内容は骨粗繋症の発生
機序、最大骨官度を高める必要性と方法度数年→要ι 安
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60名での Sliffness値の平均値±標準偏差 6 
は92.9:t11. 4であり、 20才での平均値とさ 4 
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図1 Stiffness値の度費量分布 (n=60)
詮 園:平均以下安全峨軍軍 国 :襲注怠自民軍事
響する要因として、家族と同居し、調理者が別に存在することがあげられるが、
同居と独居でSti f ness値に有意な差はみられなかった。















































y= 44X + 274 
r笠0.505





















」一一__J ._ー_， '-一一」 測定
第一図 6週後 8週後
図2 Stiffness値の推移(平均値土SO)
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第一回測定時 6週後 1 2週後
図3 カルシウム慎取スコアの錐移 {平崎舗土50)
柱 。:安全繊平均値以下欝 . .!要注憲章草
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6週後のCa規取スコア
図5要注意貴重務の12週後Stiffness値と6週後でのCa債取
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